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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　台襟付きシャツの襟の形状を保持するために、前記台襟付きシャツの台襟と襟羽との間
に挿入して使用されるものであって、
　シート状の素材からなる台襟部と襟羽部とを備え、
　前記台襟部は左右に細長く、前記台襟付きシャツの台襟に沿うように、前記台襟部の中
央部から左右両端部に向けて下方に傾斜し、前記台襟部の左右両端部は連結手段により連
結され、
前記襟羽部は、前記台襟部の左右両側付近の上端から、左右それぞれ上方向に突出し、前
記台襟付きシャツの襟先の周縁より大きくなるように延設されていて、前記台襟部と前記
襟羽部との境目で外側に折り曲げられていることを特徴とする台襟付きシャツの襟の形状
保持具。
【請求項２】
　前記襟羽部の表面又は裏面には、複数の襟の形状を描いた切り取り線が設けられている
ことを特徴とする請求項１に記載の台襟付きシャツの襟の形状保持具。
【請求項３】
前記台襟部の下部には、前記台襟部の巾を調節するために、前記台襟部の下端と略平行の
１又は複数の切り取り線が設けられていること特徴とする請求項１又は請求項２に記載の
台襟付きシャツの襟の形状保持具。
【請求項４】
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環状に連結された前記台襟部の背面中央部が分離され、該分離された部分が、長さ調節が
可能な連結手段により連結されていることを特徴とする請求項１から請求項３の何れかに
記載の台襟付きシャツの襟の形状保持具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、台襟付きシャツの襟の形状保持具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、台襟付きシャツの襟の形状を保持するためには、シャツの襟の内側に装着し、シ
ャツを立体的に保持するネックサポーターや、シャツの襟の前中央部に装着し、襟がつぶ
れないようにする蝶キーパー等、様々なものが提案されている。例えば、特許文献１は、
ワイシャツ等のシャツに簡易に装着でき、且つ該シャツの襟部を良好な外観に保持して陳
列できる襟保形体を開示している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１０－１６７３５９公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１で示される襟保形体などは、主に陳列用であるため、襟保形
体が目立たないようになっており、シャツの襟先までしっかりと保形できていない。例え
ば、家庭において、特許文献１の襟保形体をワイシャツに装着し、ハンガーに吊るして洋
服ダンスに収納した場合、ハンガーに吊るされた他の衣類に挟まれて、ワイシャツの襟先
が潰れてしまうことがある。
【０００５】
従って本発明の目的は、台襟付きシャツの台襟及び襟羽を立体的に保持し、特に台襟付き
シャツの襟先の型崩れを防止することができる、台襟付きシャツの襟の形状保持具を提供
することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る台襟付きシャツの襟の形状保持具は、台襟付きシャツの襟の形状を保持す
るために、台襟付きシャツの台襟と襟羽との間に挿入して使用されるものであって、シー
ト状の素材からなる台襟部と襟羽部とを備える。
　台襟部は左右に細長く、台襟付きシャツの台襟に沿うように、台襟部の中央部から左右
両端部に向けて下方に傾斜し、台襟部の左右両端部は連結手段により連結され、
襟羽部は、台襟部の左右両側付近の上端から、左右それぞれ上方向に突出し、台襟付きシ
ャツの襟先の周縁より大きくなるように延設されていて、台襟部と襟羽部との境目で外側
に折り曲げられている。
【０００７】
台襟部は、台襟付きシャツの台襟の部分の形状を保持し、襟羽部は、台襟付きシャツの襟
羽の部分を下部から支えて、襟羽の形状を立体的に保持することができる。台襟部を、台
襟付きシャツの台襟に沿うように、台襟部の中央部から左右両端部に向けて下方に傾斜さ
せて連結手段により連結することにより、台襟付きシャツの襟の形状保持具を、台襟付き
シャツの襟の形状に合わせることができる。また襟羽部は、台襟付きシャツの襟先よりも
大きく形成されているので、襟先の型崩れを防止することができる。
【０００８】
　また、好ましくは、襟羽部の表面又は裏面には、複数の襟の形状を描いた切り取り線が
設けられている。
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【０００９】
　襟羽部を、多種類の台襟付きシャツの襟の形状に合うような大きさに形成しておき、襟
羽部の表面又は裏面に、複数の襟の形状を描いた切り取り線を設けておけば、使用者が好
みの台襟付きシャツの襟の形状に合わせて、襟羽部に設けられた任意の切り取り線を切れ
ば、多種類の台襟付きシャツに使用することができる。これにより、製品の種類を押さえ
ることができるので、製造コストの削減や在庫の削減になる。
【００１０】
また、好ましくは、台襟部の下部には、台襟部の巾を調節するために、台襟部の下端と略
平行の１又は複数の切り取り線が設けられている
【００１１】
　台襟部の巾を広く形成しておき、台襟部の下部に設けられた切り取り線に沿って、台襟
部の下部を切り取れば、台襟部の巾を好みの台襟付きシャツの台襟の巾に合わせることが
できる。また、これにより製品の種類を押さえることができるので、製造コストの削減や
在庫の削減になる。
【００１２】
また、好ましくは、環状に連結された台襟部の背面中央部が分離され、該分離された部分
が、長さ調節が可能な連結手段により連結されている。
【００１３】
　台襟部に長さ調節が可能な連結手段を設けることにより、台襟付きシャツの首回りに合
わせて台襟部の長さを調節することができる。また、これにより製品の種類を押さえるこ
とができるので、製造コストの削減や在庫の削減になる。
【発明の効果】
【００１４】
以上のように本発明によれば、台襟付きシャツの台襟及び襟羽を立体的に保持し、特に台
襟付きシャツの襟先の型崩れを防止することができる、台襟付きシャツの襟の形状保持具
を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】第１実施形態に係る台襟付きシャツの襟の形状保持具１の斜視図である。
【図２】第１実施形態に係る台襟付きシャツの襟の形状保持具１の使用例を示す斜視図で
ある。
【図３】第１実施形態に係る台襟付きシャツの襟の形状保持具１の展開図である。
【図４】図３に示した第１実施形態に係る台襟付きシャツの襟の形状保持具１を環状に連
結した状態を示す斜視図である。
【図５】第２実施形態に係る台襟付きシャツの襟の形状保持具２の展開図（表面）である
。
【図６】第２実施形態に係る台襟付きシャツの襟の形状保持具２の展開図（裏面）である
。
【図７】第１実施形態に係る台襟付きシャツの襟の形状保持具１を背面中央で分離した状
態を示す背面図である。
【図８】第３実施形態の実施例１に係る台襟付きシャツの襟の形状保持具３Ａの連結部を
示した背面図である。
【図９】第３実施形態の実施例１に係る台襟部３１Ａを連結した状態を示す背面図である
。
【図１０】第３実施形態の実施例２に係る台襟付きシャツの襟の形状保持具３Ｂの連結部
を示した背面図である。
【図１１】第３実施形態の実施例２に係る台襟部３１Ｂを連結した状態を示す背面図であ
る。
【図１２】第３実施形態の実施例３に係る台襟付きシャツの襟の形状保持具３Ｃの連結部
を示した斜視図である。
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【図１３】第４実施形態に係る台襟付きシャツの襟の形状保持具４の斜視図である。
【図１４】第４実施形態に係る台襟付きシャツの襟の形状保持具４の使用状態を示す斜視
図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
（第１実施形態）
以下、本発明に係る第１実施形態について、図を用いて説明する。図１は、第１実施形態
に係る台襟付きシャツの襟の形状保持具１の斜視図である。図２は、第１実施形態に係る
台襟付きシャツの襟の形状保持具１の使用例を示す斜視図である。台襟付きシャツの襟の
形状保持具１は、台襟付きシャツ９の襟の形状を保持するために、台襟付きシャツ９の台
襟５と襟羽６との間に挿入されるもので、合成樹脂製のシート状の素材からなり、台襟部
１１と襟羽部１２とで構成されている。
【００１７】
　図３は、台襟付きシャツの襟の形状保持具１の展開図である。図３に示すように、台襟
部１１は、台襟付きシャツ９の台襟５と略同じ形で、左右に細長い。襟羽部１２は、台襟
部１１の左右両側付近の上端から、蝶が羽を広げたような形状で左右それぞれ上方向に突
出し、かつ、台襟付きシャツ９の襟先７の周縁よりも大きくなるように延設されている。
【００１８】
　図４は、図３に示した第１実施形態に係る台襟付きシャツの襟の形状保持具１を環状に
連結した状態を示す斜視図である。図4に示すように、台襟部１１は、台襟付きシャツ９
の台襟５に沿うように、台襟部１１の中央部から左右両端部に向けて下方に傾斜させ、台
襟部１１の左右両端部は、溶着により連結されている。この状態においては、襟羽部１２
の一部は重なっている。
【００１９】
図１に示すように、襟羽部１２は、台襟部１１と襟羽部１２との境目である点線Ａで外側
に折り曲げられている。
【００２０】
台襟付きシャツの襟の形状保持具１は、折り畳んだ状態の台襟付きシャツ９でも、ハンガ
ーに吊るした状態の台襟付きシャツ９でも使用できる。台襟部１１は、台襟付きシャツ９
の台襟５の形状を保持し、襟羽部１２は、台襟付きシャツ９の襟先７の周縁より大きいの
で、襟羽６を下部から支え、特に襟先７の形状を保持することができる。
【００２１】
　なお、シート状の素材は、合成樹脂製に限らず、紙製でもよい。また、台襟部１１の左
右両端部の連結手段は溶着に限らず、接着、両面テープでもよく、面テープ等の着脱可能
な留め具で連結してもよい。
【００２２】
（第２実施形態）
次に、第２実施形態について説明する。図５は、第２実施形態に係る台襟付きシャツの襟
の形状保持具２の展開図（表面）で、図６は、第２実施形態に係る台襟付きシャツの襟の
形状保持具２の展開図（裏面）である。第２実施形態に係る台襟付きシャツの襟の形状保
持具２は、第１実施形態に係る台襟付きシャツの襟の形状保持具１と略同じ構成であるが
、台襟部１１と襟羽部１２とに切り取り線が設けられている点に特徴がある。その他の構
成及び効果は第１実施形態と同じであるので、説明を省略する。以下、第１実施形態と異
なる点を中心に説明する。
【００２３】
　図５に示すように、台襟部の表面２１ａの下部には、台襟部２１の巾を調整するために
、台襟部２１の下端と略平行の切り取り線２４が設けられている。なお、第２実施形態に
おいては、１つの切り取り線２４が設けられているが、複数設けてもよい。
【００２４】
また、襟羽部２２は、多種類の襟の形状に対応できるように、襟羽部１２よりも大きく形
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成し、図６に示すように、襟羽部の裏面２２ｂには、台襟付きシャツの襟の形状を示す複
数の切り取り線２５が設けられている。なお、切り取り線２５をわかりやすくする示すた
めに、襟の形の種類ごとに、切り取り線２５の色を変えてもよい。
襟羽部２２は、台襟部２１ａと襟羽部２２ａの境目である点線Ｂで外側に折り曲げられて
いる。
【００２５】
　台襟部２１に切り取り線２４が設けられているので、台襟付きシャツの台襟５の巾に合
わせて、台襟部２１の下部の切り取り線２４を切り取ることにより、台襟付きシャツの台
襟５の巾と台襟部２１の巾とを合わせることができる。また、襟羽部２２に切り取り線２
５が設けられているので、台襟付きシャツの襟羽６の形状に合わせて襟羽部２２を切り取
れば、好みの襟羽６の形状に、襟羽部２２の形状を合わせることができる。これにより、
台襟付きシャツの襟の形状保持具を台襟５の巾や襟羽６の形状ごとに製造する必要がなく
、製造コストの削減と在庫の削減になる。
【００２６】
　なお、切り取り線２４、２５は、台襟部２１及び襟羽部２２の表面又は裏面のどちら側
に設けてもよい。
【００２７】
（第３実施形態）
次に、第３実施形態について説明する。図７は、第１実施形態に係る台襟付きシャツの襟
の形状保持具１を背面中央で分離した状態を示す斜視図である。第３実施形態に係る台襟
付きシャツの襟の形状保持具３は、第１実施形態に係る台襟付きシャツの襟の形状保持具
１と略同じ構成であるが、第１実施形態に係る台襟付きシャツの襟の形状保持具１の背面
中央部が分離され、該分離された部分が、台襟部３１の長さ調節が可能となる連結手段に
より連結されている点に特徴がある。その他の構成及び効果は第１実施形態と同じである
ので、説明を省略する。以下、第１実施形態と異なる点を中心に説明する。
【００２８】
（実施例１）
　図８は、第３実施形態の実施例１に係る台襟付きシャツの襟の形状保持具３Ａの連結部
を示した背面図である。図８に示すように、台襟付きシャツの襟の形状保持具３Ａは、第
１実施形態に係る台襟部１１の背面中央が分離され、該分離された部分に、左右対称の舌
片状の挿入片３４ａ、３４ｂと、挿入片３４ａ、３４ｂを挿入するための複数の挿入孔３
５ａ、３５ｂが設けられている。
【００２９】
挿入片３４ａ、３４ｂは、それぞれの先端が台襟部３１Ａの正面中央に向き、舌片状に切
込みが設けられている。複数の挿入孔３５ａ、３５ｂは、挿入片３４ａ、３４ｂの近傍で
、台襟部３１Ａの正面中央側に並設されている。
【００３０】
　図９は、第３実施形態の実施例１に係る台襟部３１Ａを連結した状態を示す斜視図であ
る。図９に示すように、挿入片３４ａを、任意の挿入孔３５ｂに挿入し、挿入片３４ｂを
、対応する挿入孔３５ａに挿入することにより、台襟部３１Ａを首回りに合った長さに調
節して連結することができる。これにより、製品の種類を押さえることができるので、製
造コストの削減や在庫の削減になる。
【００３１】
（実施例２）
図１０は、第３実施形態の実施例２に係る台襟付きシャツの襟の形状保持具３Ｂの連結部
を示した背面図である。
図１０に示すように、第３実施形態の実施例２に係る台襟部３１Ｂは、第１実施形態に係
る台襟付きシャツの襟の形状保持具１の背面中央が分離され、該分離された一方の端部に
は突出片３６が設けられ、他方の端部には、突出片３６を挿入するための複数の挿入孔３
７が設けられている。
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【００３２】
図１１は、第３実施形態の実施例２に係る台襟部３１Ｂを連結した状態を示す背面図であ
る。図１１に示すように、台襟部３１Ｂに設けられた突出片３６を、任意の挿入孔３７に
挿入することにより、台襟部３１Ｂの長さを、台襟付きシャツの首回りに合った長さに調
節することができる。これにより、製品の種類を押さえることができるので、製造コスト
の削減や在庫の削減にもなる。
【００３３】
（実施例３）
図１２は、第３実施形態の実施例３に係る台襟付きシャツの襟の形状保持具３Ｃの連結部
を示した斜視図である。図１２に示すように、分離した台襟部３１の両端部に面テープ３
８を設け、面テープ３８の貼り合わせる位置を変えることにより、台襟部の長さを調節す
ることができる。
【００３４】
なお、台襟部３１の背面中央の分離された部分の連結手段は、上記実施例に限らず、台襟
部３１の長さ調節が可能であればよい。
【００３５】
（第４実施形態）
次に、第４実施形態について説明する。図１３は、第４実施形態に係る台襟付きシャツの
襟の形状保持具４の斜視図である。台襟付きシャツの襟の形状保持具４は、第１実施形態
に係る台襟付きシャツの襟の形状保持具１と略同じ構成であるが、第１実施形態に係る台
襟部１１の連結部に、切り欠き部４３が設けられている点に特徴がある。その他の構成及
び効果は第１実施形態と同じであるので、説明を省略する。以下、第１実施形態と異なる
点を中心に説明する。
【００３６】
図１３に示すように、台襟部４１の連結部に下側より切り欠き部４３が設けられている。
図１４は、台襟付きシャツの襟の形状保持具４の使用状態を示す斜視図である。台襟付き
シャツ４の台襟５に台襟釦８がある場合には、切り欠き部４３を台襟釦８に係止させれば
、台襟付きシャツの襟の形状保持具４を、台襟付きシャツ４にしっかりと固定することが
できる。
【００３７】
　なお、第４実施形態において、切り欠き部４３は、連結部の中央の下側に設けられてい
るが、連結部の中央の上側より設けてもよい。
【符号の説明】
【００３８】
１、２、３Ａ、３Ｂ、３Ｃ、４：台襟付きシャツの襟の形状保持具
５：台襟
６：襟羽
７：襟先
８：台襟釦
９：台襟付きシャツ
１１、２１、３１Ａ、３１Ｂ、３１Ｃ、４１：台襟部
１２、２２：襟羽部
２１ａ：台襟部の表面
２１ｂ：台襟部の裏面
２２ａ：襟羽部の表面
２２ｂ：襟羽部の裏面
２４、２５：切り取り線
３１ａ：台襟部の表面
３１ｂ：台襟部の裏面
３４ａ、３４ｂ：挿入片
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３５ａ、３５ｂ：挿入孔
３６：突出片
３７：挿入孔
３８：面テープ
４３：切り欠き部
 
 
 
【要約】
【課題】台襟付きシャツの台襟及び襟羽を型崩れしないように立体的に支え、かつ、襟先
の形状を保持することができる、台襟付きシャツの襟の形状保持具を提供する。
【解決手段】シート状の素材からなる台襟部１１と襟羽部１２とを備え、台襟部１１は左
右に細長く、台襟付きシャツ９の台襟５に沿うように、台襟部１１の中央部から左右両端
部に向けて下方に傾斜し、台襟部１１の左右両端部は、連結手段により連結されている。
襟羽部１２は、台襟部１１の左右両側付近の上端から、左右それぞれ上方向に突出し、台
襟付きシャツ９の襟先７の周縁よりも大きくなるように延設されていて、台襟部１１と襟
羽部１２との境目で外側に折り曲げられている。
【選択図】　図１

【図１】

【図２】

【図３】
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【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】
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【図１２】

【図１３】
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